
昨年はコロナ禍の中、主催事業・社会体育等で本所をご利用いただき、誠にありがとうございました。本年もよろしくお願いいたします。 
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■ ボランティア活動に携わる青少年たちの交流を進めるとともに、県内のボ

ランティアサークル会員と指導者・担当者が活動を再確認することを目的とし

て、１２月１２日（土）に「ＹＹ（やまがたヤング）ボランティアの集い」が

開催されました。日帰り日程への変更等もありましたが、創学館高校と新庄北

高校の生徒の皆さんが合わせて８名参加してくれました。 

 午前は「ＹＹボランティア」についての講義から始まりました。まず、「ボ

ランティアとは？」という基本的な部分から理解を深め合いました。１９７６

（昭和５１）年に西川町教育委員会社会教育課に派遣社会教育主事として勤務

された堀米幹夫先生が、地区の高校生に声をかけて「下堀高校生ボランティア会」を発足さ

せ、地区の子ども会の活動と連携して「おはよう走ろう会」をスタートさせたことが「ＹＹ

ボランティア」の始まりとされています。「ＹＹボランティア」はまさに地域に根差した活

動から始まっている、という歴史も学びました。 

 午後は鎌田光氏（山形県防災くらし安心部消費生活・地域安全課県民活動・防災ボランティア支援室主事）を講師に招き、「介護用

ガウン」の作製を行いました。まず、２人組でペアになり、作り方についてのレクチャーを

受けながら、透明なポリ袋を２枚張り合わせて作り始めました。シワが寄らないようにポリ

袋を貼り合わせるのに悪戦苦闘していましたが、何着も作るうちに手慣れてきて、かなり手

際よく作ることができるようになりました。最終的には３組のペアで２５着を作製すること

ができました。なお、今回作製した「介護用ガウン」は県を通して、県内の各介護施設等に

寄贈される予定です。その後、ワークショップとして「自分たちで企画する地域活性化のた

めのボランティア活動」の計画と発表を行いました。自分たちが住んでいる町の良い所・悪

い所を出し合い、地域についての理解を深め合いながら、自分たちがこれから暮らしていき

たい理想的な町のスローガンについて考えました。コロナ禍の中ですが、率先してボランテ

ィア活動に興味を持ち参加してくれたみなさん、本当にありがとうございました。 
 

■ ＴＡＴプロジェクトの一環として、１２月２５日（金）に天童市立舞鶴保育園と山形県青年の家をリモートで結ん

で、園児たちと触れ合う企画を行いました。この日は創学館高校の生徒たちが青年の家に来て、企画の準備とリモー

ト出演をしました。まず、１班は「折り紙」を園児たちと一緒に行いました。当日はクリスマスということもあり、

赤と白の色紙を用いながら、サンタクロースの折り方をＷＥＢカメラに向かって一生懸命にレクチャーすると、その

映像が園児たちの前にも映し出され、園児たちは高校生の教えた通りに色紙を折っていました。また、色紙で折った

サンタクロースの袋には、園児たちが「親にプレゼント」したいものの絵を思い思いに描きながら楽しんでいました。

つぎに、２班は絵本「クリスマスをみにいったヤシの木」の読み聞かせを行いました。園児たちに聞き取りやすいよ

うにゆっくりと高校生が

リモートで語り掛けると、

園児たちはスクリーンの

絵本と声に“全集中”で見

入っていました。天童市立

舞鶴保育園の保育士の皆

さん、園児の皆さんご協力

ありがとうございました。 
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■ 「地域の文化と食を学ぶ」を目的に「西沼田の秘伝豆で手前みそを作ろう」とい

う講座を行いました。この体験講座は、地域で活動する青少年等に活動に役立つ知

識や技術を習得してもらうともに、新たな活動分野について考える機会を提供する

目的で開催しています。今回は１３名の方が参加し、まずは、本所の柴田研修主査

が「みその歴史」と題した食文化講座を行い、みそについての見識を深めました。

奈良時代に中国から伝来した「醤」から日本のみその歴史が始まり、平安時代に入

ると貴族の食べ物として広まり、鎌倉時代以降は武士にも広まっていきました。戦

国時代には戦陣食として重宝され、現在の「信州みそ」・「八丁みそ」・「仙台み

そ」の礎となっていきました。さらに、江戸時代に入るとみそが庶民の味として庶

民生活に馴染み、現在に至っている過程を知りました。みそ汁１杯の塩分量は、食

パン１枚（６枚切り）よりも少ないという事実は非常に新鮮でした。つぎに、天童

市西沼田遺跡公園職員の渡邉淑恵さん、秋保佐恵子さんを講師に招き、「みそ作り

体験」を行いました。西沼田遺跡周辺で発掘された作物についての紹介後、西沼田

遺跡公園で収穫された「秘伝豆」（下茹でされたもの）を、参加した皆さんが一斉

に麺棒などで叩いて粒を潰しました。力を込めて

潰していくと、秘伝豆の何とも言えない香ばしい

香りが室内に漂ってきました。そして、潰し終わ

った秘伝豆に塩と米麹と豆のゆで汁を加え、ボウ

ルで混ぜ合わせ、その混ぜ合わせたものを「みそ

玉」にして今日のところは終了となりました。このみそ玉を風通しの良い場所に１０

か月ほど寝かせると、本当の「手前みそ」の完成になります。各ご家庭の寝かせ具合

でどのような味になるか楽しみですね。材料の下準備やみそ作り指導などでご協力い

ただいた天童市西沼田遺跡公園のみなさん、本当にありがとうございました。 

 

【宿泊利用】 

・みつばちユナイテッド 

 (ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ) 

・西崎クラブ(ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ) 

【日帰り利用】 

・山口バドミントンスポ少 

・ＫＢＣ(ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ) 

・ＯＢＤ(ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ) 

・１バド(ﾊﾞﾄﾞﾐﾝﾄﾝ) 

・天童高校バドミントン部 

・１ｓｔ．ＢＣ(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ) 

・ＴＨクラブ（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ） 

・ハーツ（ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ）

・山形５中 

 男子バスケットボール部 

・Ｓ・フリー(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ) 

・かしわ男子バスケットボール 

・ピボット(ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ) 

・ＭＭＣ(ｿﾌﾄﾃﾆｽ) 

・天２Ｇ(ｿﾌﾄﾃﾆｽ) 

・ＳＰＴ(ｿﾌﾄﾃﾆｽ) 

・天４中男子ソフトテニス 

 ＡＴ４ 

・天童スカイキッズ 

 テニススポーツ少年団 

・ＴＫＳ(ｿﾌﾄﾃﾆｽ) 

・ＴＧＢスポーツ少年団(ｿﾌﾄﾃﾆｽ) 

・天童市ジュニアアスリート 

 クラブ( ) 

・山形スマイルガールズ( ) 

・山形県教育庁高校教育課 

 「医進塾」 

・山形県青年の家 

 「ＹＹボランティアの集い」 

 「ＴＡＴプロジェクト②」 

 「地域の食と文化を学ぶ」 

 「地域をつくるリーダーセミナ 

 ー」 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みつばちユナイテッド（12/5・6） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

西崎クラブ（1/9・10） 

 

 

 

■ １０年毎に本所の所報を振り返

り、当時の様子に思いを馳せてみ

たいと思います。今回は４０年前

の１９８０（昭和５５）年の所報

（山青の風ＮＯ．１１０～１１２）

を振り返ります。 

 現在も青年の家にある「友情の根っこ」は、今から４

０年前に当時の研修生一人一人の手によって、市内の阿

部製材からいただいたケヤキの根っこの皮を剥ぎ、ピカ

ピカに磨いて完成させました。４０年経っても当時の輝

きは未だに健在です！ 

 北村山・西村山・東南村山の３つの地域から６２名の

高校生が、ジュニアリーダーとして果たすべき役割やそ

れに必要な知識・技能について学習し合いました。高校

生のボランティア活動に関する営みが、現在に脈々と受

け継がれているのですね。

■ 青年の家では新型コロナウイ

ルス感染症による利用者への影

響を最小限にすべく、様々な対策

を講じております。この度、食堂

にパーテ

ーション

とロール

カーテン

を設置し

ました。 

【2月】 

 2/27(土) 

 家庭教育支援研修会③ 

 「健康講座とスラックライ

ン体験」 

 申込締切：2/10 

 

【3月】 

 2月をもちまして、今年度の

主催事業は全て終了になり

ます。 


